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ふり がな しょろまにいせき

収録遺跡 ショロマ2遺跡

所 在 地 勇払郡厚真町字幌内96－1 ．2

市町村 コー ド 1581

遺跡番号 92

北 緯 42
○

46
／
46
〃

東 経 142
○

00
ノ
03
〃

調査期間 2013年6月18日～10月31日、 2014年5月13日～7月31日

調査面積 2013年本調査2,305㎡、 2014年本調査524㎡・遺構確認調査3, 1231If

調査原因 厚幌ダム建設

種 別 集落跡・狩猟場跡

主な時代 縄文時代(中期後葉～後期初頭）

主な遺構
住居跡、落し穴、士坑、焼土、土器集中、礫集中、石斧石器群削片集中、
剥片・削片集中

主な遺物
萩ヶ岡1 ．2式土器、天神山式土器、北筒式土器、余市式土器、タプコプ式土器、
石器(梶棒形石器・他)、剥片類、 トコロ式石核、礫

要約

遺跡はシヨロマ川右岸の標高71mの南に突き出た樹枝状台地先端部に形成されている｡調査した文化層は1枚で､樽前c
テフラ降下以前のV層である。
この層からは縄文時代中期後葉から後期初頭の住居跡6軒､落し穴45基､士坑14基､焼士(屋外炉含む)21基､土器集中
12カ所､礫集中31カ所､石斧石器群削片集中1カ所､剥片･削片集中1カ所の計131基が検出された。
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